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＜概要・成果＞ 

本研究は、VR 空間で自身の悩みについて自己対話を行う際に、相談相手役のアバターの違いが利用者

の認知や行動に与える影響を検討することを目的とした。相談相手役のアバターとして、自分自身・

フロイト・友人の 3種類を比較した。実験の結果、相談相手役のアバターによらず、悩みの開示や自

分に対する受容感が促進され、問題に対する感情との距離を適切に取れるようになることで、悩みが

改善されることが示唆された。さらに、アバターに対する身体化感覚が高い場合、相談相手役のアバ

ターに友人や自分自身を用いることで、自分に対する受容感が高まりやすい可能性が示された。 

 

＜抄録 URL＞ 

https://hai-conference.net/symp2026/proceedings/html/paper/paper-P1-11.html 
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